
《正答例》 26 ≦ x ≦

《正答例》 {1} ⊂ A

《留意点》
• 正答例とは異なる記述であっ

ても題意を満たしているもの
は正答とする。

文章で書かれた集合に関する命
題を記号を用いた式で記述しま
す。目的に応じて自分の考えな
どを、数学的な表現を用いて説
明できることを要求されていま
す。

《留意点》
• 「≦」を「<」と記述してい

るものは誤答とする。
• 33◦の三角比を用いずに記述

しているものは誤答とする。
• 正答例とは異なる記述であっ

ても題意を満たしているもの
は正答とする。

　階段の傾斜と1段の高さの条
件が与えられたとき、基準を満
たすための踏面（階段の足を載
せる板の上面）の条件を不等式
を用いて記述します。日常生活
や社会の問題を数学的にとらえ
た際に設けた条件等を説明でき
ることが要求されています。

18
tan 33◦

プレテストから見える、新しい入試
　先月 4 月 4 日に、大学入学共通テストの導入に向けた試行調査の結果報告が発表されま
した。「難しかった」「時間が足りなかった」などの声が出ているようです。平成 30 年度試
行調査（プレテスト）「数学Ⅰ」の問題は大問 5 題で構成されています。その中で、新しく
取り入れられる、記述形式の問題は大問の中の小問で 3 題出題されています。数式の記述
2 問と短文で答える 1 問で、正答率は 3.4 ～ 10.9％といった低い結果となっています。以
下の問題は記述の 2 問です。ざっとご覧になってどんな印象でしょう︖
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記述式の平均正答率



《正答》 
　　　　　　サ　3
　　　　　　シ　0　
　　　　　　ス　5　
　　　　　　セ　4

集合と命題に関する基本的概念
についての、理解度をみる問題
です。問題(i)が前述でのプレテ
ストと同じ問題です。センター
では4つの異なるタイプを問わ
れています。

　数学の問題と言えば、どちらかと言えば問題自体はシンプルで、数式と短い問題文から問題が
構成されていることが多いです。その点、プレテストの問題に関しては、問題文自体が相当長い
です。ほぼ１ページの長い文章の問題となっているところもあります。しかしながら問題に必要
な情報は半分程度しかありません。日常生活に身近な題材を例にしながら、ストーリー仕立てで
問題が進んでいくという形式になっていて、単に問題文を冗長にしているとしか思えないところ
もあります。

　これまでのセンター試験の問題と比較してみると、問題の “見た目” はずいぶん変わっていま
す。想像される「数学の問題」とは少し違ったイメージではないでしょうか。最初の問 ( あ ) の
問題は、センター試験の場合では以下のような出題形式でした。平成 28 年度の数学ⅠA の問題
です。選択肢から集合に関する記号を選ばせる、おなじみのマーク形式になっています。

　計算問題が少ないことに驚きます。現行のセンター試験と比べて倍増となる大幅に多い29ペー
ジの問題冊子において、11 ページ目までほとんど計算は必要ありません。すべての問題を見渡
してみても、複雑な計算が必要となる問題はあまり多くありません。計算が少ないことは受験生
には嬉しいことですが、解答に至るまでの誘導はというと少なくなっています。センター数学の
問題は年々内容が盛りだくさんになっていきました。同じ制限時間内で多くの事を問うために、
正解にたどり着くための流れを誘導してます。これに対してプレテストでは、流れのほとんどを
自分で組み立てるようになっています。

とにかく問題が長い

計算問題は少ないが，誘導も少ない

　短時間での計算処理力を問われる現行のセンター数学に対して、短時間での情報処理力を求め
られている今回のプレテストです．これが実際の共通テストになってしまうのか未だ確定してい
ません。不安要素ではあるのですが、まことしやかな出題予想とかに振り回されず、ブレる事な
く純粋に「数学力」の向上を目指すべきです。

結局はブレないことが大事

出題形式の変化　　　　


